
 

今年のテーマは「常識と非常識」 

悩みを解決するために、様々な技法を追い求める人がいます。しかし、人間の悩みは個人

の問題だけではなく、環境にも大きく左右されます。また、何かを行えば魔法のようにそれ

が消えるわけではありません。例えば、読み書きが苦手だからと言って、タブレットを使え

ばすぐにその悩みが解消するわけではありません。やはり読み書きの練習は必要であり、

タブレットの使用を周囲が認めるかどうかという問題も残ります。一方、読み書きの苦手

が残っても、日常生活には大きな支障なく働く人もいます。このように、悩みの解決には、

その状況の分析と様々な視点を持つことが重要です。 

立場が変わると常識は非常識に変わることもあります。専門性の視点が変わると間違いと

考えていたものが正しくなったり、問題行動も立場が変わると大切な行動になったりと。

いつもと違った視点から見ることで悩みも少しだけ解消されるかもしれません。みんなで

語り、多くの人の知識を共有することで、問題の解決のための多くのアプローチを知る。 

それが今回のカンファレンスのテーマです。 

 

 

［日 時］ 2021 年 12 月 26 日 （日）  9:00-19:30（セッションＡ～Ｅ） 

［日 時］ 2021 年 12 月 27 日 （月） 19:00-21:00（セッションＦ）  

［日 時］ 2021 年 12 月 28 日 （火） 19:00-21:00（セッションＧ） 

 

［受講料］ セミナー全日程 15,000 円、各セッション 3,000 円 

         （※全日程 をお申し込みの方のみ見逃し配信の視聴が可能です） 

 

 

 

詳細・お申し込みはこちらから  エイタックラボ 

オンライン配信 



※見逃し配信  1 月 3 日（月）13:00 - 1 月 5 日（水）22:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

詳細・お申し込みはこちらから   
 

エイタックラボ 
 

12 月 26 日（日） 

『オンライン相談会を通して解決への多様なアプローチを学ぶ』 9:00-19:30 

ATAC
エ イ タ ッ ク

 カンファレンス事務局  

株式会社 atacLab | エイタックラボ  

〒150-0036 東京都渋谷区南平台町 16-28  Daiwa 渋谷スクエア 6F 

Tel:03-4360-5078 / Fax:03-5539-4612 

e-mail:seminar@atac-lab.com   URL:https://atac-lab.com 

人が抱える悩みに 100%有効な方法があるわけではありません。この相談会では悩みに対して専門家の回答はそ
の人の専門性から 1 つの解決策ではなく、多くの人の共有知でそれを考え、様々な解決に至るアプローチのアイデ
アを得る時間です。悩みを抱えた人のみならず、教師や支援者の方々にとっても新しい視点を知ることのできる場
になるはずです。参加者の皆さんもチャットに書き込んで頂き、みんなで一緒に悩みを解決していきましょう。 
 
■ セッションＡ 9:00-10:30 

『子育て・学習の常識と非常識』  
「学習に遅れがあり将来が不安」 「忘れ物が多く、片付けが苦手で、生活が混乱している」、、 

■ セッションＢ 11:00-12:30 
『自閉的傾向・知的障害のある人とのコミュニケーションに関する常識と非常識』 
「自傷・他傷など強度行動障害に困っている」「シンボルの導入がうまくいかない」 、、 

■ セッションＣ 13:00-15:00 
『特別支援教育と ICT 活用に関する常識と非常識』 
「良いアプリが見つからない」「学校で ICT 活用の方針が一致しない」 、、 

■ セッションＤ 15:30-17:30 
『教育と ICT に関する常識と非常識』 
「タブレット端末のセキュリティをどこまで強めるか？」「インクルーシブ教育の中のアクセシビリティについて」、、 

■ セッションＥ 18:00-19:30 
『就労・引きこもりに関する常識と非常識』 
「長時間は働けない」 「学びや仕事に意欲を失ってしまった・・・」 「就職できなくて困っている・・・」、、 

12 月 27 日（月）- 28 日（火） 

『自分と対立する意見と向き合い新しい視点に気づく連続討論会 

■ セッションＦ 12 月 27 日（月）19:00-21:00 
『こんな子育て・学校教育でいいのだろうか？』 
AI やロボットが社会の中に入り込んできています。これまでの仕事がなくなるかもという不安を抱きながらも、学
校教育の改革も緩やかです。親も子も何かしら将来に不安を感じているようです。これからの子育て・教育に新し
い視点を加えて不安を吹き飛ばしませんか？ 

討論会の論点 
・宿題は出すべきか？無くすべきか？ 
・筆算を教えるべきか？電卓にすべきか？ 
・受験科目から英語を無くすべきか？残すべきか？ 
キーワード：ギフテッド教育 個別最適な学び 宿題 ICT 受験 AI ロボット 

 
■ セッションＧ 12 月 28 日（火）19:00-21:00 
『こんな社会でいいのだろうか？』 
ダイバーシティ理解やインクルージョンという言葉をよく聞くようになりましたが、現実には組織に馴染めない人
は排除される状況がまだ続いています。組織に馴染めない人を包含した社会を作るにはどうすればいいのでしょ
うか？AI やロボットの導入で多くの人が仕事を失うかもという予想もあります。自分自身の問題としてこれから
の生き方を考えてみましょう。 

討論会の論点 
・法定雇用率制度は廃止すべきか？続けるべきか？ 
・あなたが社長になったら働きにくい人を雇用するか？ 
・ベーシック・インカムを導入して働かなくてもいい社会を目指すべき？ 
・知的障害者の大学進学をどう考えるか？ 
キーワード：当事者 大学進学 就職 学校 会社 障害者雇用 


